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建
設
や
観
光
・
医
療
・
福
祉 

分
野
で
人
手
不
足
が
深
刻
化

　

道
内
企
業
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
景
気

低
迷
が
続
き
人
員
抑
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
昨
年
来
の
金
融
緩
和
と
大
幅
な

財
政
出
動
に
よ
り
景
気
は
明
る
さ
が
み
え
始

め
た
。
若
年
層
を
中
心
に
労
働
人
口
が
減
少

す
る
な
か
で
、
各
企
業
は
技
術
や
営
業
ノ
ウ

ハ
ウ
の
承
継
の
た
め
人
材
確
保
に
動
き
出
し

た
と
い
え
る
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
建
設
関
連
で
は
技
能

者
不
足
が
著
し
い
。
長
年
に
わ
た
る
公
共
投

資
予
算
の
削
減
で
、
建
設
労
働
者
が
大
幅
に

減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
業

界
で
は
、
毎
年
の
公
共
投
資
予
算
が
大
き
く

増
減
す
る
と
採
用
計
画
が
見
通
せ
な
く
な
る

た
め
、
長
期
的
な
公
共
予
算
編
成
を
望
む
声

が
多
い
。
観
光
関
連
で
は
、
大
幅
増
加
が
続

く
外
国
人
観
光
客
に
対
応
で
き
る
人
材
が
不

足
し
て
い
る
。
医
療
・
福
祉
関
連
も
人
手
不

足
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
か
ら
、
待

遇
・
労
働
条
件
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

岩
　
手

賃
上
げ
に
慎
重
な
企
業
が
増
加

　

岩
手
経
済
研
究
所
が
四
月
に
調
査
し
た
岩

手
県
内
企
業
の
二
〇
一
五
年
度
賃
上
げ
実
施

状
況
（
全
産
業
）
に
よ
る
と
、「
賃
上
げ
の
予

定
が
あ
る
（
実
施
済
み
を
含
む
）」
と
回
答

し
た
企
業
が
五
四
・
〇
％
（
前
年
同
時
期
六

〇
・
三
％
）、「
賃
上
げ
を
実
施
し
な
い
」一
七
・

八
％
（
同
一
七
・
二
％
）、「
賃
上
げ
は
未
定
」

二
八
・
二
％
（
同
二
二
・
五
％
）
と
な
り
、

賃
上
げ
が
決
ま
っ
て
い
る
企
業
は
前
年
を
下

回
り
、「
未
定
」
が
増
加
と
、
賃
上
げ
に
は
慎

重
な
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

賃
上
げ
の
実
施
金
額
は
「
前
年
と
同
額
」

が
三
五
・
一
％
と
も
っ
と
も
多
く
、「
前
年
実

績
よ
り
増
加
」二
四
・
五
％
、「
金
額
は
未
定
」

一
八
・
一
％
、「
前
年
実
績
よ
り
減
少
」
一
六
・

〇
％
、「
前
年
は
実
施
し
て
い
な
い
」六
・
三
％

と
な
っ
た
。

　

賃
上
げ
を
実
施
す
る
理
由
と
し
て
は
「
従

業
員
の
モ
ラ
ー
ル
の
向
上
」
が
三
一
・
九
％

と
も
っ
と
も
多
く
、「
業
績
に
関
係
な
く
毎
年

賃
上
げ
を
実
施
」
二
九
・
二
％
、「
優
秀
な
従

業
員
の
確
保
」二
七
・
八
％
、「
業
績
が
良
好
」

七
・
六
％
、「
景
気
の
回
復
が
期
待
で
き
る
」

二
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
賃
上
げ
を
し
な
い
理
由
と
し
て
は

「
業
績
が
不
振
」
が
三
〇
・
二
％
と
も
っ
と

も
多
く
、「
現
在
の
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
」

二
四
・
五
％
、「
景
気
の
先
行
き
に
不
透
明
感

が
あ
る
」
二
二
・
六
％
、「
原
材
料
費
な
ど
コ

ス
ト
上
昇
の
た
め
」
一
七
・
〇
％
、「
設
備
投

資
な
ど
を
優
先
さ
せ
る
た
め
」
三
・
八
％
と

な
っ
た
。

地
域
に
お
け
る
賃
上
げ
・
人
手
不
足
・
人
材
確
保
の
動
向

北
海
道

賃
上
げ
は
小
幅
で 

物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
ず

　

今
春
の
道
内
賃
上
げ
状
況
は
、
昨
年
を
上

回
っ
て
い
る
が
伸
び
は
小
さ
い
。
連
合
北
海

道
が
ま
と
め
た
五
月
末
時
点
で
の
平
均
賃
上

げ
額
は
五
二
一
七
円
で
、
前
年
を
三
五
七
円

上
回
っ
た
。

　

国
内
景
気
は
、
大
企
業
お
よ
び
輸
出
企
業

が
牽
引
し
回
復
し
て
い
る
が
、
道
内
に
は
そ

の
よ
う
な
企
業
が
少
な
く
、
回
復
の
足
取
り

は
極
め
て
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
道
内
企
業
の

賃
上
げ
は
小
幅
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
物

価
の
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

　

企
業
は
、
円
安
に
よ
る
輸
入
原
材
料
価
格

の
上
昇
や
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
苦
慮
し
て

お
り
、
出
来
る
だ
け
人
件
費
を
抑
制
し
た
い

の
が
本
音
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
年
層
を
中

心
に
人
手
が
不
足
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
の

賃
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
、
従
業
員
を
確
保
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。

人
手
不
足
感
が 

二
三
年
ぶ
り
の
水
準
に

　

人
手
不
足
感
は
か
な
り
強
い
。
北
洋
銀
行

が
三
月
に
実
施
し
た
雇
用
動
向
調
査
に
よ
る

と
、
従
業
員
の
「
不
足
企
業
」（
五
％
）
か
ら

「
過
剰
企
業
」（
三
八
％
）
を
差
し
引
い
た
雇

用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
三
三
と
な
り
一
九

九
二
年
（
マ
イ
ナ
ス
四
〇
）
以
来
二
三
年
ぶ

り
の
マ
イ
ナ
ス
水
準
と
な
っ
た
。

　

今
春
の「
新
規
採
用
実
施
企
業
」は
四
三
％

と
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の

二
〇
〇
九
年
調
査
（
三
〇
％
）
に
比
べ
る
と
、

か
な
り
改
善
し
た
と
い
え
る
。
反
面
、
労
働

需
給
の
ひ
っ
迫
か
ら
、
新
規
採
用
数
を
「
計

画
通
り
充
足
で
き
た
」
企
業
は
五
五
％
に
と

ど
ま
り
、
半
数
近
く
の
企
業
は
採
用
予
定
数

に
満
た
な
か
っ
た
。

　

今
後
の
従
業
員
数
に
つ
い
て
は
、「
増
員
す

る
企
業
」（
三
〇
％
）か
ら「
減
員
す
る
企
業
」

（
六
％
）
を
差
し
引
い
た
雇
用
方
針
Ｄ
Ｉ
は

プ
ラ
ス
二
四
と
な
り
、
多
く
の
道
内
企
業
は

人
員
確
保
に
動
く
見
通
し
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
五
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
一
・
一
九
倍
と
雇
用
情
勢
の
改
善

が
進
ん
で
い
る
。
他
方
、
求
職
者
の
求
め
る
労
働
条
件
と
企
業
の
需
要
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

と
も
相
ま
っ
て
、
地
域
や
職
種
に
よ
っ
て
は
人
材
の
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
春

闘
で
は
、
業
績
の
良
か
っ
た
大
手
企
業
の
み
な
ら
ず
、
人
材
確
保
の
た
め
に
賃
上
げ
を
決

断
し
た
中
堅
・
中
小
企
業
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

今
回
は
、
今
季
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
賃
上
げ
の
動
向
や
人
手
不
足

の
状
況
・
人
材
確
保
の
動
き
等
に
つ
い
て
も
モ
ニ
タ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
た
。
以
下
、
各

モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
同
テ
ー
マ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
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秋
　
田

前
年
を
上
回
る
企
業
が 

賃
上
げ
を
実
施

　

フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
第
一

六
回
「
秋
田
県
内
企
業
の
景
気
動
向
調
査
」

（
五
月
調
査
）
の
特
別
調
査
に
お
い
て
、
二

〇
一
五
年
四
月
以
降
の
賃
金
改
定
動
向

（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
定
期
昇
給
を
実
施
す
る

（
し
た
）
か
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
業
種

で
は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
定
期
昇
給
と
も
実

施
」
す
る
（
し
た
）
企
業
は
一
三
・
八
％
で
、

こ
れ
に「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
み
実
施
」（
一
一
・

三
％
）
と
「
定
期
昇
給
の
み
実
施
」（
二
〇
・

九
％
）を
加
え
た
、「
賃
上
げ
を
実
施
す
る（
し

た
）」
と
回
答
し
た
企
業
は
四
六
・
〇
％
と

な
り
、
前
回
調
査
（
四
〇
・
八
％
）
を
五
・

二
㌽
上
回
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
賃
上
げ
を
実
施
す
る

（
し
た
）」
と
回
答
し
た
企
業
は
サ
ー
ビ
ス

業
の
五
三
・
九
％
が
も
っ
と
も
高
く
、
以
下

は
製
造
業
（
五
〇
・
〇
％
）、建
設
業
（
四
二
・

七
％
）、
卸
・
小
売
業
（
三
八
・
五
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

六
割
が
夏
季
ボ
ー
ナ
ス
を 

「
支
給
す
る
」

　

ま
た
同
調
査
に
お
い
て
、
夏
季
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
予
定
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
回

答
企
業
（
四
三
五
社
）
の
五
九
・
一
％
が
「
支

給
す
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、前
回
調
査
（
五

三
・
八
％
）
に
比
べ
五
・
三 

㌽
の
上
昇
と
な
っ

た
。
一
方
、「
支
給
し
な
い
」
と
回
答
し
た
企

業
の
割
合
は
一
五
・
六
％
で
、前
回
調
査
（
一

九
・
〇
％
）
か
ら
三
・
四 

㌽
低
下
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
支
給
す
る
」
と
回
答

し
た
企
業
の
割
合
は
、サ
ー
ビ
ス
業
が
六
九
・

二
％
と
、
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
建
設
業

（
六
五
・
六
％
）、卸
・
小
売
業
（
五
五
・
一
％
）、

製
造
業
（
四
八
・
一
％
）
の
順
と
な
り
、
こ

の
順
位
は
前
回
調
査
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
の
業
種
で
も
「
支
給
す
る
」
と
回
答
し

た
企
業
の
割
合
は
前
回
調
査
に
比
べ
て
上
昇

し
て
い
る
。

山
　
形

四
七
％
の
企
業
が
賃
上
げ
を
実
施

　

フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
第
四

三
回
「
山
形
県
内
企
業
の
景
気
動
向
調
査
」

（
五
月
調
査
）
の
特
別
調
査
に
お
い
て
、
二

〇
一
五
年
四
月
以
降
の
賃
金
改
定
動
向

（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
定
期
昇
給
を
実
施
す
る

（
し
た
）
か
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
賃
上
げ

を
実
施
す
る
企
業
の
割
合
（「
ベ
ア
・
定
昇

と
も
実
施
」
＋
「
ベ
ア
の
み
実
施
」
＋
「
定

昇
の
み
実
施
」）
は
、
全
業
種
で
四
六
・
六
％

と
な
り
、
前
年
（
四
〇
・
八
％
）
に
比
べ
て

五
・
八
㌽
上
昇
し
た
。
一
方
、
賃
下
げ
の
実

施
な
ど
そ
の
他
の
割
合（「
賃
下
げ
を
実
施
」

＋
「
成
果
に
応
じ
て
個
別
に
対
応
」
＋
「
未

定
」）
が
二
九
・
〇
％
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
賃
上
げ
を
実
施
す
る

企
業
の
割
合
は
製
造
業
で
五
三
・
三
％
と

も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
他
業
種
に
比

べ
、
製
造
業
の
業
況
の
良
さ
が
う
か
が
わ
れ

る
。夏

季
ボ
ー
ナ
ス
を 

「
支
給
す
る
」
の
は
五
割

　

ま
た
同
調
査
に
お
い
て
、
夏
季
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
予
定
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全

業
種
で
み
る
と
「
支
給
す
る
」
と
回
答
し
た

企
業
の
割
合
は
五
〇
・
九
％
（
前
年
比
一
・

六 

㌽
低
下
）
と
、
前
年
に
比
べ
て
若
干
低

下
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
支
給
す
る
」
と
回
答

し
た
企
業
の
割
合
は
、建
設
業
が
五
〇
・
五
％

（
六
・
二 

㌽
低
下
）、
製
造
業
が
五
〇
・
四
％

（
二
・
八 

㌽
上
昇
）、
卸
・
小
売
業
が
五
一
・

四
％
（
一
・
二 

㌽
低
下
）、
サ
ー
ビ
ス
業
が

五
一
・
五
％
（
三
・
八 

㌽
低
下
）
と
、
製

造
業
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
建
設
業
、
卸
・

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
低
下
し
て
い
る
。

中
で
も
建
設
業
は
、
五
カ
年
の
推
移
を
み
る

と
、
前
年
ま
で
は
支
給
企
業
の
割
合
が
上
昇

基
調
で
あ
っ
た
が
、
今
回
調
査
で
は
一
転
し

て
低
下
と
な
っ
た
。
要
因
と
し
て
公
共
工
事

の
減
少
傾
向
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

福
　
島

四
分
の
一
が
「
ベ
ア
実
施
」

　

と
う
ほ
う
地
域
総
合
研
究
所
が
今
年
一
月

に
実
施
し
た
景
気
動
向
調
査（
Ｂ
Ｓ
Ｉ
調
査
・

三
八
五
社
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
春
の

賃
金
に
つ
い
て
、
約
四
分
の
一
の
企
業
が

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
と
回
答
し
た

（「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
予
定
」一
六
・
二
％

＋
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
定
期
昇
給
の
両
方
の

実
施
予
定
」
八
・
二
％
の
計
二
四
・
四
％
）。

資
本
金
別
で
の
割
合
に
大
き
な
差
は
な
く
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
賃
上
げ
の
動
き
が
み

ら
れ
た
。

　

一
方
、
同
調
査
に
お
け
る
雇
用
の
過
不
足

感
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
他
非
製
造
業
」
を
除

く
全
て
の
産
業
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、「
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
」（
△
七
五
）、「
サ
ー
ビ
ス

業
」（
△
六
八
）、「
建
設
業
」（
△
六
五
）
で
不

足
感
の
強
さ
が
目
立
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
春
の
新
規
採
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
製
造
業
で
前
年
を
上
回
っ
た
一
方
、

非
製
造
業
で
は
人
員
確
保
の
困
難
か
ら
採
用

計
画
を
縮
小
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
わ
れ

た
。
同
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
春
の

新
規
採
用
を
見
込
ん
で
い
る
企
業
数
は
二
一

七
社（
二
〇
一
四
年
春
の
実
績
は
二
一
九
社
）。

う
ち
製
造
業
は
九
二
社（
前
年
実
績
九
一
社
）、

非
製
造
業
は
一
二
五
社
（
同
一
二
八
社
）。

採
用
人
数
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
春
の

見
込
み
は
全
産
業
で
一
〇
五
三
人
（
前
年
実

績
一
〇
六
八
人
）。
う
ち
製
造
業
は
四
一
一

人（
同
三
七
二
人
）、非
製
造
業
六
四
二
人（
同

六
九
六
人
）
だ
っ
た
。 

　

連
合
福
島
の
春
闘
速
報
を
み
る
と
、
平
均

方
式
、
定
昇
維
持
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
方
式
、

個
別
方
式
い
ず
れ
に
お
い
て
も
妥
結
金
額
は

前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
県
内
企
業
に
お
け

る
賃
上
げ
へ
の
取
り
組
み
が
見
て
と
れ
る
。

　

福
島
県
に
よ
る
と
、
今
春
の
県
内
新
規
高

卒
者
の
五
月
末
現
在
の
就
職
内
定
率
は
九

九
・
七
％
で
、
前
年
同
期
比
＋
〇
・
二
㌽
と

な
り
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
と
並
び
過

去
一
〇
年
で
最
高
値
と
な
っ
た
。
要
因
と
し

て
、
深
刻
な
人
手
不
足
か
ら
高
卒
者
を
積
極

的
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
や
、「
ふ
く
し
ま
産

業
復
興
企
業
立
地
補
助
金
」
に
よ
る
雇
用
創

出
効
果
の
表
れ
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
来
春
の
新
規
高
卒
者
を
対
象
と
し

た
求
人
受
付
も
開
始
さ
れ
、
求
人
数
は
前
年

よ
り
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
労
働

者
の
確
保
に
向
け
早
め
に
動
き
出
す
企
業
が

増
加
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。



地域シンクタンク・モニター

Business Labor Trend 2015.8

41

北
　
陸

医
療
サ
ー
ビ
ス
で
も 

人
手
不
足
が
深
刻
に

　

北
陸
に
お
け
る
賃
上
げ
は
、
中
堅
以
上
の

企
業
を
中
心
に
ど
の
業
種
も
概
ね
ス
ム
ー
ズ

に
進
ん
で
い
る
模
様
。
た
だ
、
中
小
・
小
規

模
事
業
所
で
は
、
原
材
料
高
や
消
費
税
率
改

正
な
ど
に
よ
る
物
価
上
昇
な
ど
が
企
業
利
益

の
圧
迫
に
繋
が
り
、
十
分
な
賃
金
上
昇
を
カ

バ
ー
で
き
て
い
な
い
現
実
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
建
設
業
、
製
造
業
に
加
え
て
、
介
護
士

な
ど
医
療
サ
ー
ビ
ス
業
が
職
場
環
境
不
備
の

中
で
の
賃
金
安
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受

け
、
人
手
の
確
保
が
十
分
に
で
き
な
い
な
ど
、

厳
し
い
環
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
模
様
。

東
　
海

ベ
ア
実
施
六
四
％
で 

前
年
比
一
三
ポ
イ
ン
ト
増

　

愛
知
県
経
営
者
協
会
が
実
施
し
た
、
県
内

会
員
企
業
の
う
ち
二
一
〇
社
を
対
象
と
し
た

調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
春
闘
の
結
果
、

平
均
賃
上
げ
額
は
五
六
〇
一
円
で
昨
年
よ
り

三
三
二
円
増
加
し
、賃
上
げ
率
は
二
・
〇
四
％

だ
っ
た
。
一
七
年
ぶ
り
に
二
％
台
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
で
は
、
製
造
業
で
二
・
一
三
％
、

非
製
造
業
で
一
・
七
六
％
と
な
っ
た
。
輸
送

用
機
械
で
は
前
年
の
賃
上
げ
額
を
上
回
っ
た

企
業
が
大
半
だ
っ
た
が
、
繊
維
や
印
刷
で
は

前
年
を
下
回
っ
た
企
業
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

規
模
別
で
は
五
〇
人
未
満
の
中
小
・
零
細
は

賃
上
げ
額
が
三
七
九
五
円
と
な
り
、
前
年
を

四
三
〇
円
下
回
っ
た
。

　

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
ベ
ア
を
実
施
し
た
企

業
は
六
四
％
で
、
前
年
の
五
一
％
か
ら
増
え

た
。
中
部
主
要
企
業
一
三
〇
社
に
対
す
る
中

日
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ベ
ア
を
実

施
し
た
企
業
は
五
四
・
四
％
で
、
業
種
別
で

は
製
造
業
で
七
二
・
六
％
、
非
製
造
業
で
三

二
・
七
％
だ
っ
た
。
円
安
を
背
景
に
業
績
が

好
調
な
製
造
業
と
、
国
内
の
消
費
回
復
が
遅

れ
て
い
る
非
製
造
業
と
で
、
大
き
く
分
か
れ

た
。

　

ま
た
、
中
日
新
聞
と
愛
知
中
小
企
業
家
同

友
会
と
の
共
同
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

二
〇
一
五
年
に
賃
上
げ
を
予
定
す
る
中
小
企

業
は
五
六
・
一
％
で
、
中
小
企
業
の
間
に
も

一
定
程
度
の
賃
上
げ
が
広
が
っ
て
い
る
模
様
。

同
友
会
で
は
大
手
企
業
が
次
々
と
賃
上
げ
す

る
な
か
、
社
員
の
引
き
抜
き
や
退
職
を
防
ぐ

「
守
り
」
の
賃
上
げ
と
分
析
し
て
い
る
。

自
動
車
関
連
を
中
心
に 

積
極
的
な
若
者
採
用

　

先
述
の
中
日
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

二
〇
一
六
年
春
の
新
卒
採
用
計
画
に
つ
い
て

は
今
春
実
績
よ
り
「
増
や
す
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
は
四
三
・
八
％
と
、
前
年
調
査
よ

り
七
・
六
㌽
増
え
て
い
る
。
業
種
別
で
は
製

造
業
で
五
四
・
七
％
、
非
製
造
業
で
三
三
・

三
％
で
あ
る
。

　

岐
阜
労
働
局
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
内
に
お

け
る
高
卒
の
就
職
内
定
率
は
九
九
・
七
％（
前

年
同
期
比
〇
・
一
％
㌽
増
）
と
な
り
、
一
九

九
二
年
以
降
で
最
高
タ
イ
。
大
学
・
短
大
生

の
内
定
率
も
九
六
・
〇
％
と
五
年
連
続
で
上

昇
。
人
手
不
足
を
背
景
に
好
調
な
自
動
車
関

連
な
ど
製
造
業
を
中
心
に
、
企
業
が
若
い
労

働
力
を
積
極
的
に
確
保
し
て
い
る
。

　

有
効
求
人
倍
率
は
岐
阜
、
愛
知
両
県
で
は

全
国
を
い
ず
れ
も
大
き
く
上
回
る
が
、
正
社

員
に
限
っ
た
有
効
求
人
倍
率
は
、
愛
知
県
で

〇
・
九
四
倍
（
二
〇
一
五
年
四
月
、
前
年
同

月
差
＋
〇
・
〇
五
㌽
）、
岐
阜
県
で
〇
・
九

一
倍
（
同
月
、
同
差
＋
〇
・
一
三
㌽
）
と
、

全
国
の
〇
・
七
二
倍
よ
り
は
高
い
が
一
倍
に

は
届
か
ず
、
増
え
て
い
る
求
人
は
非
正
規
雇

用
が
中
心
で
あ
る
。近

　
畿

賃
上
げ
状
況
は
企
業
規
模
で
格
差
が

　

賃
上
げ
の
状
況
を
み
る
と
、
大
企
業
と
中

小
企
業
で
差
が
み
ら
れ
る
。
従
業
員
規
模
が

小
さ
な
零
細
企
業
の
賃
上
げ
状
況
に
つ
い
て
、

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
が
三
月
上
旬
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
企
業
数
一
一
八
六

社
、
回
答
率
九
八
・
七
％
）
か
ら
、
大
阪
府

内
に
お
け
る
小
規
模
企
業
で
賃
上
げ
を
実
施

し
た
企
業
の
割
合
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
賃

上
げ
を
実
施
し
た
企
業
は
二
〇
一
四
年
の
二

七
・
六
％
か
ら
二
〇
一
五
年
は
二
五
・
四
％

と
減
少
し
て
い
た
。

　

具
体
的
に
大
阪
府
の
二
〇
一
五
年
度
賃
上

げ
妥
結
状
況
（
最
終
報
）
を
み
る
と
、
妥
結

額
六
五
一
三
円
（
前
年
六
二
三
九
円)

、
賃

上
げ
率
二
・
二
一
％
（
前
年
二
・
一
三
％
）

と
な
り
、
妥
結
額
・
賃
上
げ
率
と
も
に
、
四

年
連
続
で
増
加
し
た
。
し
か
し
、
企
業
規
模

別
に
み
る
と
、
従
業
員
「
一
〇
〇
〇
人
以
上

（
大
手
）」
が
、
六
七
〇
一
円
（
前
年
比
＋

二
八
二
円
、
＋
四
・
四
％
）
と
な
っ
た
一
方

で
、「
二
九
九
人
以
下
（
中
小
）」
で
は
、
五

二
〇
四
円（
前
年
比
△
九
六
円
、△
一
・
八
％
）

と
な
り
、
中
小
企
業
で
は
大
手
企
業
ほ
ど
賃

上
げ
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

た
。

　

前
出
の
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
賃
上
げ
し
な
い
主
な
理
由
は
「
景
気

の
先
行
き
が
不
透
明
な
た
め
」が
六
三
・
五
％

で
も
っ
と
も
多
く
、
消
費
税
引
き
上
げ
後
の

業
績
不
振
の
中
、
需
要
低
迷
が
改
善
す
る
の

を
見
極
め
よ
う
と
す
る
企
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
中
小
企
業
の
賃
金
上
昇
に
は
、
ま
だ

時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

深
刻
な
中
小
企
業
の
人
手
不
足

　

人
手
不
足
感
は
続
く
と
み
ら
れ
る
が
、
と

く
に
中
小
企
業
の
人
手
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
が
大
阪
府
内
の
企
業

に
四
月
上
旬
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
企
業
数
一
三
九
六
社
、回
答
率
九
八
・
三
％
）

に
よ
る
と
、「
不
足
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
企

業
が
四
五
・
五
％
あ
り
、
な
か
で
も
一
〇
～

四
九
人
規
模
の
中
小
企
業
で
は
六
二
・
九
％

が
不
足
と
感
じ
て
い
た
。
募
集
を
し
て
も
応
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募
が
な
く
、
人
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
た
こ

と
で
人
材
不
足
に
陥
っ
た
企
業
が
多
い
。
こ

れ
ら
の
企
業
で
は
人
材
確
保
策
と
し
て
、
六

五
歳
以
上
の
高
齢
従
業
員
の
雇
用
、
女
性
従

業
員
の
活
用
を
進
め
て
い
る
が
、
外
国
人
の

雇
用
は
少
な
い
。
ま
た
、
景
気
回
復
が
進
み
、

六
割
近
く
の
企
業
が
同
業
者
に
よ
る
人
材
の

引
き
抜
き
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い
た
。

中
　
国

賃
上
げ
の
恩
恵
は
限
定
的

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら
す
株
高
や
賃
上

げ
の
恩
恵
は
、
都
市
部
の
大
企
業
や
富
裕
層

を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
中
国
地
域
で

は
極
め
て
限
定
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

む
し
ろ
、
円
安
に
よ
る
食
料
品
の
値
上
が
り

や
増
税
が
も
た
ら
し
た
消
費
者
の
節
約
志
向

は
強
ま
る
一
方
で
、
小
売
や
サ
ー
ビ
ス
、
飲

食
・
宿
泊
と
い
っ
た
業
種
は
苦
戦
が
続
い
て

い
る
。
個
人
消
費
の
本
格
回
復
に
は
幅
広
い

層
の
所
得
拡
大
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
し
ば

ら
く
時
間
が
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

雇
用
の「
質
」の
改
善
は
道
半
ば

　

ま
た
、
雇
用
動
向
に
つ
い
て
も
、
量
的
に

は
改
善
し
て
い
る
が
、
質
的
な
回
復
が
達
成

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
都
心
部
で
も

地
方
で
も
若
年
層
の
離
職
率
や
非
正
規
労
働

の
割
合
は
高
く
、
低
賃
金
の
中
小
企
業
も
多

い
。
た
と
え
ば
、
山
陰
地
域
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
島
根
県
で
一
・
〇
九
倍
、
鳥
取
県
で

一
・
〇
八
倍
で
あ
る
が
、
正
規
社
員
に
限
定

す
れ
ば
島
根
〇
・
六
六
倍
、
鳥
取
〇
・
五
九

倍
ま
で
低
下
す
る
。
最
低
賃
金
も
全
国
平
均

時
給
七
八
〇
円
と
比
べ
て
、
島
根
六
七
九
円
、

鳥
取
六
七
七
円
で
、
常
用
労
働
者
の
月
間
現

金
給
与
額
（
従
業
員
五
人
以
上
）
は
全
国
平

均
を
一
〇
〇
と
し
た
と
き
、
島
根
八
七
・
〇
、

鳥
取
八
一
・
七
で
し
か
な
い
。

　

離
職
率
も
全
国
平
均
よ
り
高
く
、
企
業
規

模
が
小
さ
い
ほ
ど
離
職
率
は
高
い
。
と
く
に

地
方
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
活
況
に
沸

く
大
都
市
圏
と
の
人
材
確
保
競
争
が
激
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
者
の
定
着
率
を
高
め

る
こ
と
が
経
営
問
題
に
な
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
原
因
で
離
職
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向
け
た
動
き
も

　

こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
島
根

県
内
で
は
高
校
二
年
時
に
県
内
企
業
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
さ
せ
、
仕
事
へ
の

理
解
と
と
も
に
賃
金
や
福
利
厚
生
な
ど
就
職

先
の
情
報
収
集
も
学
校
側
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
就
職
内
定
率
を
伸

ば
す
た
め
生
徒
が
希
望
し
な
い
企
業
へ
の
入

社
試
験
を
進
め
る
こ
と
へ
の
歯
止
め
に
も
な

り
、
地
元
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
定
着
率
向

上
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
が
合
同
で
都
心
部
で
の

説
明
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
接
点
が
あ
っ
た

人
材
を
地
元
で
の
単
独
説
明
会
に
呼
び
込
み
、

さ
ら
に
は
就
業
の
現
場
や
仕
事
の
魅
力
を
直

接
経
験
し
て
も
ら
う
よ
う
な
動
き
も
増
え
て

い
る
。
知
名
度
が
低
い
分
、
中
小
企
業
に
は
、

欲
し
い
人
材
に
対
し
て
き
め
細
か
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
企
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
勢
が
大

切
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
は
ご
く
一
部
の
事
例
で
あ
る
が
、

雇
用
面
で
の
地
域
間
格
差
や
企
業
規
模
間
格

差
は
広
が
る
一
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
産
業
界
と
教
育
界
が
団
結
し
、
若
者
の
希

望
に
沿
っ
て
地
元
定
着
を
図
る
動
き
は
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
え
る
。

四
　
国

前
年
比
八
ポ
イ
ン
ト
増
の 

三
八
％
が
ベ
ア
を
実
施

　

四
国
経
済
連
合
会
「
景
気
動
向
調
査
」
に

よ
る
と
、
人
材
不
足
感
を
感
じ
て
い
る
企
業

の
割
合
は
、
四
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
春

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
は
、

昨
年
春
の
三
〇
％
を
上
回
る
三
八
％
と
な
り
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
理
由
と
し
て
「
人
材
の

定
着
・
確
保
を
図
る
た
め
」
を
あ
げ
る
企
業

が
も
っ
と
も
多
く
、
七
七
％
に
達
し
た
。

　

ま
た
、
採
用
面
で
は
、
今
春
新
卒
採
用
数

を
増
や
し
た
企
業
の
割
合
は
三
二
％
と
な
り
、

昨
年
春
の
二
四
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
新

卒
採
用
を
増
や
し
た
理
由
も
、「
今
後
の
人
材

確
保
難
に
備
え
る
た
め
」
を
あ
げ
る
企
業
が

も
っ
と
も
多
く
、
六
九
％
を
占
め
た
。

　

以
上
か
ら
、
四
国
で
も
、
企
業
が
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
賃
上
げ
・
採
用
増
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
同
調
査
は
、

四
国
に
本
社
の
あ
る
企
業
の
う
ち
約
二
〇
〇

社
が
回
答
し
て
い
る
）。

九
　
州

半
数
近
い
企
業
が
ベ
ア
を
実
施

　

財
務
省
お
よ
び
全
国
の
財
務
局
が
発
表
し

た
賃
金
動
向
に
関
す
る
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

九
州
・
沖
縄
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
に
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ（
以
下
、
ベ
ア
）を
実
施
し
た
企
業

は
四
六
・
三
％
で
あ
り
、二
〇
一
四
年
度
（
四

三
・
一
％
）
よ
り
、
ベ
ア
を
中
心
と
し
た
賃

上
げ
の
流
れ
が
継
続
し
て
い
る
。
一
時
金
増

加
や
定
期
昇
給
（
以
下
、
定
昇
）
を
含
め
、

何
ら
か
の
賃
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
企
業
は
、

二
〇
一
四
年
度
に
続
い
て
九
〇
％
を
超
え
る
。

　

全
国
と
比
較
し
な
が
ら
地
域
別
に
二
〇
一

五
年
度
の
予
定
を
み
る
と
、
九
州
・
沖
縄
全

体
で
は
ほ
ぼ
全
国
並
み
の
賃
上
げ
態
度
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
九
州
・
沖
縄
内
で
は

地
域
差
が
あ
り
、
九
州
北
部
で
は
全
国
（
四

七
・
一
％
）
を
上
回
る
五
一
・
八
％
の
企
業

が
ベ
ア
を
予
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
九
州

南
部
（
四
三
・
九
％
）
や
沖
縄
（
三
四
・
八
％
）

で
は
全
国
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

賃
上
げ
実
施
予
定
の
企
業
で
は
、
そ
の
理

由
と
し
て
九
州
北
部
で
は
四
一
・
六
％
（
七

七
社
中
三
二
社
）
が
業
績
好
調
を
あ
げ
る
の

に
対
し
、
南
部
で
は
三
一
・
九
％
（
六
九
社

中
二
二
社
）
と
同
割
合
が
低
く
、
こ
れ
が
九

州
の
南
北
の
ベ
ア
状
況
の
違
い
を
生
み
出
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
沖
縄
で
は
、

業
績
好
調
を
賃
上
げ
の
理
由
に
あ
げ
る
企
業

が
四
五
・
五
％
（
二
二
社
中
一
〇
社
）
と
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
昇
の
み
の
企
業
が

五
六
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
他
に
比
べ
や

や
消
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
二
〇
一

五
年
度
に
賃
上
げ
を
行
う
割
合
は
大
企
業
で

八
九
・
九
％
（
八
八
社
中
七
九
社
）
と
高
い

が
、
中
堅
企
業
で
も
九
二
・
七
％
（
五
五
社

中
五
一
社
）、中
小
企
業
で
も
八
八
・
九
％（
四

五
社
中
四
〇
社
）
と
遜
色
は
な
い
。

　

ま
た
、
賃
上
げ
を
行
う
企
業
の
う
ち
ベ
ア

を
行
う
割
合
は
、
大
企
業
の
六
〇
・
八
％
（
七

九
社
中
四
八
社
）
に
は
劣
る
も
の
の
、
中
堅

企
業
で
三
九
・
二
％
（
五
一
社
中
二
〇
社
）、

中
小
企
業
で
四
七
・
五
％
（
四
〇
社
中
一
九

社
）
と
比
較
的
高
水
準
で
あ
る
。
中
堅
・
中

小
企
業
に
お
い
て
は
、
業
績
改
善
は
大
企
業

に
劣
る
も
の
の
、
大
企
業
以
上
に
人
材
不
足

に
苦
慮
す
る
状
況
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。




